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三
五

『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
に
つ
い
て

―
近
世
中
期
上
方
の
「
睟
」
―田

邉　

菜
穂
子
ａ

ａ
湘
北
短
期
大
学
非
常
勤
講
師

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】

近
世
文
学　

西
村
定
雅　

洒
落
本　

粋
談
義　
『
徒
然
睟
か
川
』

　
　
　

０
．
は
じ
め
に

　

西
村
定
雅
が
初
め
て
戯
作
を
世
に
出
し
た
の
は
、
天
明
三
年
（
一
七
八
三
）

正
月
の
こ
と
で
あ
る
。
不
惑
の
年
１　

に
刊
行
さ
れ
た
こ
の
書
は
た
い
そ
う
評

判
と
な
り
、
翌
々
年
に
は
本
書
の
後
編
と
い
う
『
当
世
ま
ゝ
の
川
』
２　

が
板

行
さ
れ
る
。
寛
政
（
一
七
八
九
―
一
八
〇
一
）
に
入
る
と
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か

川
』
は
再
印
さ
れ
る
。
四
年
に
摺
ら
れ
た
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
は
や
は
り
人

気
を
得
た
の
だ
ろ
う
、
八
年
に
は
新
作
『
養
漢
裸
百
貫
』
を
発
表
。
翌
九
年
、

『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
再
々
印
、『
養
漢
裸
百
貫
』
再
印
。
こ
れ
以
後
も
、
定
雅

は
遊
里
を
題
材
と
し
た
著
作
を
発
表
す
る
。
さ
ら
に
、
文
化
期
（
一
八
〇
四
―

一
八
一
八
）
に
は
他
の
洒
落
本
に
序
を
寄
せ
た
り
、
本
文
中
で
『
つ
れ
〳
〵
睟

か
川
』
や
定
雅
に
触
れ
る
洒
落
本
も
現
れ
た
り
す
る
な
ど
、
こ
の
頃
定
雅
が
遊

里
や
睟
に
関
連
す
る
分
野
で
一
定
の
地
位
に
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
戯
作
者
と
し
て
の
活
躍
の
足
掛
か
り
と
な
っ
た
『
つ
れ
〳
〵
睟

か
川
』
を
取
り
上
げ
、
定
雅
は
「
睟
」
を
ど
の
よ
う
に
表
現
し
た
の
か
明
ら
か

に
し
、
か
つ
そ
の
睟
論
が
ど
う
い
っ
た
過
程
で
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
の
か
を
検

討
し
た
い
。な
お
ス
イ
の
用
字
に
つ
い
て
、本
稿
で
は
定
雅
の
選
字
に
従
い「
睟
」

の
字
を
用
い
る
こ
と
を
基
本
と
し
た
が
、
引
用
の
際
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
作
品
で

の
用
字
に
倣
い
、ま
た
一
般
的
な
意
味
で
用
い
る
と
き
は
「
粋
」（
例
：
粋
談
義
）

の
字
を
遣
っ
た
。

　
　
　

１
．『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』

　
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
３　

は
色
談
義
も
の
、
粋
談
義
も
の
に
属
す
る
４
。
後

述
の
よ
う
に
本
作
に
は
『
曾
古
左
賀
志
』
の
影
響
が
確
認
さ
れ
る
が
、『
曾
古

左
賀
志
』
も
ま
た
『
当
世
花
街
談
義
』
の
流
れ
を
汲
む
色
談
義
も
の
で
あ
る
。

色
里
で
の
遊
び
方
、
風
俗
を
描
写
し
、
粋
論
を
展
開
す
る
。
明
和
末
以
降
、
上

方
で
復
活
、
流
行
し
た
色
談
義
も
の
に
ふ
さ
わ
し
く
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』

も
ま
た
半
紙
本
型
で
刊
行
さ
れ
た
。
五
巻
五
冊
。
天
明
三
年
卯
正
月
大
坂
塩
屋

喜
助
、
京
吉
野
屋
勘
兵
衛
、
同
小
幡
宗
左
衛
門
。「
白
川
の
流
に
枕
す
る
嗽
石
」

序
（
以
下
〈
序
１
〉）、「
松
菊
庵
の
西
の
窓
に
足
を
投
出
し
て
存
在
」
序
（
以

下〈
序
２
〉）と
、二
つ
の
序
文
を
持
つ
。
跋
文
は「
非
我
」に
よ
る（
以
下〈
跋
〉）。

挿
絵
は
耳
鳥
斎
。

　
　
（
１
）
題

　

題
簽
５　

に
「
徒
然
睟
か
川
」（
巻
一
）、「
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
」（
巻
二
）、「
つ

れ
〳
〵
睟
か
ゝ
は
」（
巻
三
）、「
つ
れ
〳
〵
す
い
か
川
」（
巻
四
）、「
つ
れ
〳
〵

睟
か
か
は
」（
巻
五
）。〈
序
２
〉
に
は
「
徒つ
れ
〳然〵
粋す
い

か
川
」。
内
題
は
各
巻
「
つ
れ

〳
〵
睟
か
川
」、
尾
題
に
も
同
じ
（
た
だ
し
、
巻
五
の
み
尾
題
な
し
）。
本
稿
で

は
内
題
に
従
い
「
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
」
と
表
す
こ
と
と
す
る
。

　
　
（
２
）
著
者
お
よ
び
定
雅
の
戯
作
者
と
し
て
の
号

　

本
書
の
著
者
は
、〈
序
１
〉
に
「
艶え
ん
か
う好
ぬ
し
」、〈
跋
〉
に
「
艶
好
法
師
」
と
あ
る
。

こ
れ
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
徒
然
草
の
著
者
兼
好
を
も
じ
っ
た
号
で
あ
る
。
天
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三
六

明
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
『
当
世
ま
ゝ
の
川
』
は
、
そ
の
題

簽
に
「〈
睟
ヶ
川
後
編
〉
真
〃
の
川
」
と
い
う
が
、
こ
ち

ら
の
著
者
は
「
睟
川
子
」（
序
）。
享
和
四
年
刊
『〈
当
世
〉

嘘
の
川
』
の
「
粋
川
士
と
や
ら
自
序
」
に
よ
れ
ば
、「
そ

れ
粋
か
川
て
ふ
む
だ
書
を
も
の
せ
し
も
は
や
廿
余
年
の
星

霜
を
へ
た
り
」
と
あ
り
、
こ
れ
ら
一
連
の
作
が
同
じ
著
者

に
よ
っ
て
な
っ
た
も
の
と
知
ら
れ
る
。

　

な
お
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
が
刊
行
さ
れ
た
の
と
同
じ

年
、
定
雅
は
『
し
か
た
俳
諧
』
と
題
す
る
発
句
集
を
編
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
前
半
は
戯
場
、
後
半
は
青
楼
に
寄
せ
た

句
を
ま
と
め
た
も
の
で
、「
睟
川
舎
猿
猴
」（
内
題
下
）
の

号
で
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
戯
作
と
し
て
発
表
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
跋
に
は
「
是
そ
い
ま
流
行
本
心

の
粋
木
に
鏤
て
お
の
か
粋
を
衒
売
に
し
ら
る
ゝ
ゑ
ん
か
う

師
」
と
い
っ
て
お
り
、
定
雅
が
こ
の
頃
「
睟
」
を
集
中
的

に
題
材
と
し
て
取
り
上
げ
て
い
た
こ
と
が
窺
知
さ
れ
る
。

　

先
述
し
た
よ
う
に
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
刊
行
を
き
っ

か
け
と
し
て
、
定
雅
は
数
年
お
き
に
こ
の
よ
う
な
戯
作
を

発
表
し
た
り
、
他
者
の
作
品
に
序
文
を
寄
せ
た
り
し
た
。

そ
こ
で
用
い
ら
れ
た
号
を
挙
げ
る
と
、
次
の
よ
う
に
な
る

（
成
立
時
期
が
明
ら
か
な
も
の
の
み
）。

文
政
七
年

文
政
三
年

文
化
五
年

文
化
四
年

文
化
三
年

文
化
二
年

享
和
四
年

（
文
化
元
年
）

寛
政
八
年

天
明
五
年

天
明
三
年

年

花
街
風
流
解

長
唄
馬
歌
集

雑
土
一
覧

〈
旅
中
骨
稽
〉
脚
栗
毛

足
毛
６

遊
女
大
学

遊
状
文
章
大
成

古
今
馬
歌
集

〈
三
都
戯
場
〉
草
廼
種

外
国
通
唱

〈
当
世
〉
嘘
の
川

楽
屋
方
言

〈
当
世
〉
曾
古
左
賀
志

養
漢
裸
百
貫

当
世
ま
ゝ
の
川

し
か
た
俳
諧

つ
れ
〳
〵
睟
か
川

作
品
名

（
翠
川
士
）

粋
川
子

粋
川
士

翠
川
子

翠
川
士

翠
川
士

翠
川
士
（
・
粋
川
）

粋
川
士

粋
川
士

粋
川
子
・
粋
川
士

粋
川
子

粋
川
子

睟
川
子
・
粋
川
子

睟
川
子

睟
川
舎
猿
猴
・
ゑ
ん
か

う
師

艶
好
ぬ
し
・
艶
好
法
師

号

奥
付
の
広
告
に
「
花
洛
翠
川
士
著
／
〈
増
補
〉

遊
状
文
章
大
成
」「
同
著　

長
唄
馬
哥
集
」

序「
粋
が
川
の
翁
」、自
序「
粋
川
子
」。
後
言「
自

ら
粋
川
子
と
唱
え
、
世
の
人
粋
仙
人
と
称
す
る

入
道
あ
り
」

序
「
粋
川
士
」

初
編
序
「
翠
川
子
」、
内
題
下
「
洛
東
翠
川
子

著
」、
叙
「
翠
川
子
」

序
「
粋
川
士
事
翠
川
士
述
」、
奥
付
の
『
古
今
馬

歌
集
』
広
告
に
も
「
翠
川
士
著
」

見
返
し
「
洛
東
翠
川
士
著
」、
序
「
翠
川
士
序
」

古
今
馬
歌
集
之
大
意
末
「
粋
川
事　

翠
川
士

著
」、
序
「
中
に
も
比
翠
川
士
」、
跋
「
著
粋
川

一
部
」

序
「
文
化
元
年
き
の
へ
子
の
中
元
の
日
／
洛
の

粋
川
士
述
」

本
文
が
始
ま
る
直
前
に
「
粋す

い
せ
ん
し

川
士
」、
甲
子
之

陽
春
、
通
士
ミ
ル
ト
ウ
ル
序
。

序
「
筆
を
と
り
し
は
粋
川
子
也
」、
自
序
「
粋
川

士
と
や
ら
自
序
」、
跋
「
粋
川
子
之
篇
成
也
」、

奥
付
「
作
者　

洛
東
粋
川
子
」。
享
和
第
四
甲

子
孟
春
の
刊
。

序
「
粋
川
子
書
」。
享
和
四
年
甲　

　

子

正
月
の
刊
。

序
「
享
和
よ
つ
の
と
し
春
／
粋
川
子
」。
享
和

四
年
甲　

　

子

年
正
月
吉
日
の
刊
。

序
「
さ
れ
ば
作
者
粋
川
子
年
頃
此
事
を
な
け

き
」、
序
「
粋
川
子
」、
内
題
下
「
睟
川
子
著
」

序
「
睟
川
子
著
真
〃
乃
加
波
」

内
題
下
「
睟
川
舎
猿
猴
」、
跋
「
ゑ
ん
か
う
師
」

〈
序
１
〉「
艶
好
ぬ
し
」、〈
跋
〉「
艶
好
法
師
」

詳
細
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三
七

　

定
雅
の
戯
号
の
変
遷
は
次
の
よ
う
な
流
れ
を
辿
る
。先
ず
、徒
然
草
を
も
じ
っ

た
最
初
の
戯
作
に
お
い
て「
兼
好
」を
思
わ
せ
る「
え
ん
か
う
」、字
は〔
①
艶
好
〕

を
あ
て
た
。
同
年
の
次
作
で
は
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
の
人
気
を
反
映
さ
せ

且
つ
前
号
と
音
が
同
じ
で
あ
る
〔
①
（
睟
川
舎
）
猿
猴
〕
と
な
る
。
二
年
後
、

『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
の
後
編
を
出
す
と
き
に
は
〔
②
睟
川
子
〕
と
な
り
、
寛

政
期
に
は
「
睟
」「
粋
」
が
併
用
さ
れ
始
め
て
〔
③
粋
川
子
〕
の
号
が
現
れ
る
。

享
和
四
年
（
文
化
元
年
）、
今
度
は
「
子
」「
士
」
が
併
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

春
頃
よ
り
〔
④
粋
川
士
〕
と
い
う
表
記
が
出
て
く
る
。
翌
文
化
二
年
に
は
「
す

い
」
の
字
が
変
わ
り
〔
⑤
翠
川
士
〕
が
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
文
政

に
な
り
、
再
び
「
粋
」
の
字
を
用
い
る
よ
う
に
な
り
、
③
・
④
の
併
用
〔
⑥
粋

川
子
／
粋
川
士
〕
に
な
っ
た
。

　

こ
れ
を
参
考
に
す
れ
ば
、
た
と
え
ば
刊
年
不
明
の
定
雅
戯
作
、「
さ
れ
発
句
」

を
ま
と
め
た
『
洒
落
文
台
』
の
よ
う
な
作
品
の
成
立
時
期
も
お
お
か
た
見
当
が

付
け
ら
れ
る
。『
洒
落
文
台
』
は
本
文
の
始
ま
る
二
丁
表
頭
に
「
粋
川
士
述
」

と
あ
り
、「
粋
川
士
」
の
号
で
な
さ
れ
た
も
の
。「
粋
川
士
」
の
号
を
用
い
て
い

た
の
は
、
前
掲
の
表
に
拠
れ
ば
、
享
和
四
年
（
文
化
元
年
）、
そ
し
て
暫
く
後

の
文
政
三
年
頃
、
⑥
の
併
用
期
で
あ
る
。『
洒
落
文
台
』
の
序
文
に
は
「
彼
先

達
て
出
し
た
仕
方
俳
諧
外
国
通
唱
の
こ
と
く
」
と
あ
り
、『
し
か
た
俳
諧
』（
天

明
三
年
）、『
外
国
通
唱
』（
享
和
四
年
）
の
流
れ
を
組
ん
だ
作
風
に
あ
る
こ
と

を
あ
わ
せ
て
考
え
れ
ば
、『
洒
落
文
台
』
の
成
立
は
、
文
政
期
よ
り
も
『
外
国

通
唱
』
の
出
さ
れ
た
直
後
、
即
ち
享
和
四
年
春
か
ら
文
化
二
年
頃
と
捉
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

ま
た
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
に
つ
い
て
、
浅
野
三
平
氏
７
は
「
も
と
も
と
こ

の
作
品
は「
粋
」を
説
く
の
が
、そ
の
目
的
で
あ
っ
た
。（
中
略
）自
分
の
ペ
ン
ネ
ー

ム
睟
川
子
を
用
い
て
作
品
名
と
し
た
「
睟
か
川
」
の
「
粋
」
思
想
を
知
る
の
で

あ
る
。」
と
い
う
が
、「
ペ
ン
ネ
ー
ム
睟
川
子
を
用
い
て
作
品
名
と
し
た
」
の
で

は
な
く
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
が
人
気
を
得
た
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
の
後
、「
睟
」

の
字
を
用
い
た
号
、
す
な
わ
ち
睟
川
子
（
あ
る
い
は
粋
川
子
（
士
）、
翠
川
士
）

と
い
っ
た
号
を
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
　
（
３
）
序
文

　
〈
序
１
〉
は
、「
天
明
二
の
と
し
春
近
き
夜
」
に
「
白
川
の
流
に
枕
す
る

嗽そ
せ
き石
」
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
も
の
。
和
歌
表
現
を
多
用
し
た
戯
文
で
あ
る
。
序

者
嗽
石
に
つ
い
て
知
る
と
こ
ろ
は
な
い
が
、「
白
川
の
流
に
枕
す
る
」
は
『
風

流
睟
談
義
』
中
の
「
北
白
川
の
あ
た
り
に
」
住
む
睟
人
「
白
梅
上
人
」（
一
之

巻
）
を
意
識
し
た
も
の
か
（
な
お
、『
風
流
睟
談
義
』
と
の
関
係
に
つ
い
て
は

後
述
す
る
）。〈
序
１
〉
で
は
著
者
に
つ
い
て
、「
往
昔
は
染
川
の
色
に
そ
み
艶

書
の
苑
に
あ
そ
び
。
青
楼
と
い
へ
ば
高
嶺
の
雲
の
か
ゝ
ら
ぬ
家
な
く
。
色
妓
と

い
へ
ば
は
ゝ
き
ゞ
の
は
か
ぬ
く
ま
な
く
。（
中
略
）
雪
山
の
艱
難
九
年
の
面
壁

業
す
で
に
な
れ
り
」
と
、「
艶
好
ぬ
し
」
が
茶
屋
遊
び
に
熱
心
で
あ
っ
た
と
す
る
。

嗽
石
自
身
に
つ
い
て
も
ま
た
「
予
も
蝙
蝠
の
社
中
を
の
が
れ
さ
れ
は
。
忽
筆
を

執
て
巻
の
首
に
し
る
す
」
と
い
い
、
ま
た
序
者
も
著
者
と
同
じ
く
色
里
に
遊
ぶ

人
で
あ
っ
た
。

　
〈
序
２
〉
は
「
壬
寅
の
冬
し
く
れ
月
の
夕
日
影
／
松
菊
庵
の
西
の
窓
に
足
を

投
出
し
て
存
在
書
之
」
と
い
う
。
壬
寅
は
天
明
二
年
。
序
者
存
在
に
つ
い
て
。

存
在
は
、『
し
か
た
俳
諧
』
に
「
洛
下
存
在
主
人
」
と
し
て
「
顔
見
世
の
序
」

を
寄
せ
て
い
る
。『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
序
の
内
容
か
ら
考
え
れ
ば
、
存
在
は

著
者
定
雅
そ
の
人
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
天
明
三
年
霜
月
朔
に
書
か
れ
た
『
し

か
た
俳
諧
』
序
文
で
は
「
こ
れ
か
は
し
つ
く
り
せ
よ
と
乞
に
ま
か
せ
て
漫
に
例

の
筆
を
鳴
ら
し
て
し
か
い
ふ
」
と
、
序
者
と
定
雅
と
は
別
人
の
風
に
見
せ
て
い

る
。
ま
た
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
で
は
、
一
貫
し
て
「
粋
」
で
は
な
く
「
睟
」

の
字
を
用
い
て
い
る
の
で
あ
る
が
、〈
序
２
〉
の
み
「
粋
」
の
字
を
遣
っ
て
い

る
こ
と
（「
こ
ゝ
に
徒
然
粋4

か
川
と
い
へ
る
双
紙
五
巻
あ
り
」、「
漏
た
る
こ
と

は
粋4

を
き
か
し
て
み
ゆ
る
し
給
へ
」）、
ま
た
「
大
通
」
と
書
い
て
「
す
い
」
と

読
ま
せ
て
い
る
こ
と
が
気
に
か
か
る
。
い
ず
れ
も
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
の
中
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三
八

で
は
見
ら
れ
な
い
文
字
遣
い
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
存
在
が
定
雅
と
は
別
人
だ
と

仮
定
し
た
場
合
、
ど
う
い
っ
た
人
物
が
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
。

　

た
と
え
ば
龍
草
廬
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
草
廬
８
は
安
永
三
年
冬
に
彦
根
藩

を
致
仕
し
、
京
に
戻
っ
た
。『
平
安
人
物
志
』
に
よ
れ
ば
、
天
明
二
年
頃
に
は

河
東
町
三
条
下
ル
町
に
住
ん
で
い
る
。
そ
の
草
廬
の
号
の
一
つ
に「
松
菊
主
人
」

が
あ
る
。

　

こ
の
こ
ろ
、
定
雅
は
東
山
「
双
林
寺
な
る
西
阿
弥
の
園
の
か
た
は
ら
に
よ
も

き
の
軒
を
結
」
ん
で
い
た
（
天
明
三
年
成
か
『
椿
亭
記
』）。
草
廬
は
定
雅
と
の

交
流
も
確
認
さ
れ
る
。
定
雅
の
俳
諧
句
文
集『
椿
花
文
集
』（
天
明
七
年
正
月
刊
）

に
は
次
の
句
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　　
　
　
　

草
廬
先
生
か
ひ
か
し
山
の
菴
へ
贈
る

　

寝
な
か
ら
の
月
居
な
か
ら
の
初
紅
葉

『
椿
花
文
集
』
は
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
の
四
年
後
に
上
梓
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
句
が
詠
ま
れ
た
時
期
は
は
っ
き
り
し
な
い
。
し
か
し
、『
椿
花
文
集
』
に

は
、
安
永
期
の
俳
書
に
載
せ
た
句
の
再
録
９
、
安
永
九
年
春
に
歿
し
た
兄

を
悼
む
句
（「
哭
美
兄
」）
や
そ
の
兄
の
一
周
忌
の
句
（「
一
周
春
」）、
天
明
三

年
一
二
月
に
没
し
た
蕪
村
の
追
悼
句
（「
夜
半
翁
の
追
悼
」、
天
明
四
年
跋
『
か

ら
檜
葉
』
に
収
載
）、
な
ど
安
永
か
ら
天
明
期
の
詠
句
が
多
く
収
め
ら
れ
て
い

る
こ
と
か
ら
、「
寝
な
か
ら
の
」
句
の
成
立
時
期
、
ま
た
龍
草
廬
と
の
交
流
も
、

ひ
と
ま
ず
『
椿
花
文
集
』
の
刊
年
に
拘
ら
ず
、
安
永
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
も

の
と
考
え
て
お
き
た
い
。
な
お
、草
廬
が
東
山
に
居
を
構
え
た
の
は
、『
草
廬
集
』

七
編
巻
之
一
に
「
戊
申
春
災
後
再
卜
幽
于
東
山
」
と
あ
る
に
よ
り
、
天
明
八
年

春
京
都
大
火
に
罹
災
し
た
こ
と
が
機
と
す
る
が
、『
椿
花
文
集
』
は
天
明
七
年

正
月
の
刊
で
あ
る
か
ら
、
そ
れ
以
前
に
東
山
に
住
ん
で
い
た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　

定
雅
の
知
人
で
、
京
の
人
、「
松
菊
」
と
い
う
号
を
持
ち
合
わ
せ
た
人
物
と

し
て
、
龍
草
廬
を
考
え
て
み
た
が
、
今
は
こ
れ
以
上
の
考
拠
を
持
ち
合
わ
せ
て

お
ら
ず
、
あ
く
ま
で
推
論
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。
こ
こ
で
は
ひ
と
ま
ず

一
つ
の
案
と
し
て
提
示
す
る
に
と
ど
め
て
お
く
。

　
　
（
４
）
跋
文

　

跋
文
は
「
あ
め
あ
き
ら
け
き
み
つ
の
春
」、即
ち
天
明
三
年
春
、非
我
に
よ
る
。

非
我
と
は
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
本
文
中
に
「
金
持
自
慢
す
る
客
は
非
我
の

随
一
な
り
」
と
い
う
よ
う
に
、
無
粋
な
こ
と
を
い
う
言
葉
。
跋
も
ま
た
、
著
者

自
身
に
よ
る
も
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
は
不
明
で
あ
る
。

　
　
（
５
）
本
文
の
構
成

　

本
書
は
五
巻
五
冊
。各
巻
そ
れ
ぞ
れ
二
乃
至
三
つ
の
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。

た
と
え
ば
一
之
巻
は
、二
話
を
収
め
る
（
こ
れ
を
本
稿
で
は
便
宜
上
〈
一
︱ 

①
〉、

〈
一
︱ 

②
〉
と
表
す
こ
と
と
す
る
）。『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
全
体
で
は
、
一
四

の
節
に
分
か
れ
、
個
々
の
話
は
そ
の
内
容
に
お
い
て
独
立
し
て
い
る
。
な
お
、

本
書
の
本
文
は
半
丁
に
八
行
と
な
っ
て
い
る
が
、
各
話
の
間
に
は
一
行
分
の
空

間
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　

２
．
徒
然
草
と
の
関
係

　

さ
て
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
が
徒
然
草
の
文
辞
を
ま
ね
た
作
品
で
あ
る
こ

と
は
、
題
か
ら
も
明
ら
か
あ
る

 

。
本
文
は
先
述
の
通
り
一
四
の
話
か
ら
成
る

が
、
そ
の
一
つ
一
つ
に
、
徒
然
草
の
異
な
る
段
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
つ
れ

〳
〵
睟
か
川
』
の
各
話
の
簡
単
な
内
容
と
、
徒
然
草

 

の
ど
の
段
が
引
用
さ
れ

た
の
か
と
を
合
わ
せ
て
示
せ
ば
次
頁
の
よ
う
に
な
る
。

　

引
用
さ
れ
た
段
を
徒
然
草
掲
載
の
順
に
戻
す
と
、序
・
一
・
二
・
三
・
七
・
八
・
九
・

一
九
・
二
一
・
二
二
・
二
五
・
一
〇
七
・
一
三
七
・
一
五
七
と
な
る
。
途
中
、
幾
つ
か

の
抜
け
が
あ
る
も
の
の
、
概
ね
序
段
か
ら
九
段
、
一
九
段
か
ら
二
五
段
と
い
う

塊
が
あ
り
、
あ
と
の
三
つ
は
飛
び
と
び
。
こ
う
し
た
偏
り
は
な
ぜ
起
こ
っ
た
の



『つれつれ睟か川』について

三
九

〈
五
―
③
〉

〈
五
―
②
〉

〈
五
―
①
〉

〈
四
―
③
〉

〈
四
―
②
〉

〈
四
―
①
〉

〈
三
―
③
〉

〈
三
―
②
〉

〈
三
―
①
〉

〈
二
―
③
〉

〈
二
―
②
〉

〈
二
―
①
〉

〈
一
―
②
〉

〈
一
―
①
〉

巻

「
総
て
睟
と
い
ふ
も
の
は
」
睟
と
は
。

「
筆
を
と
り
て
は
」
納
涼
の
日
の
茶
屋
。
紋
日
の
げ
な
り
遊
び
。
生
き
金
と
死
に
金
。

「
女
の
な
き
世
な
り
せ
ば
」
み
て
く
れ
。
町
か
た
の
小
息
子
の
行
末
。

「
月
見
る
に
こ
そ
」
人
の
好
み
は
様
々
。
幇
間
に
つ
い
て
。

「
何
事
も
ふ
る
き
よ
の
み
そ
」
昔
の
方
が
風
情
が
あ
っ
た
。
言
葉
遣
い
。

「
花
は
さ
か
り
に
」
男
女
の
間
で
は
、
気
ま
ま
に
な
り
す
ぎ
ず
、
少
し
物
に
背
い
た
よ
う

に
す
る
の
が
よ
い
。

「
人
の
心
迷
は
す
こ
と
」
妓
の
実
に
は
注
意
す
る
こ
と
。

「
芸
子
は
声
の
め
で
た
か
ら
ん
と
」茶
屋（
芸
子
）と
付
き
合
っ
て
い
く
の
に
必
要
な
費
用
。

「
建
仁
寺
の
陀
羅
尼
」
茶
屋
に
長
居
す
べ
き
で
は
な
い
。

「
よ
ろ
づ
に
否
味
う
す
く
て
も
」
茶
屋
遊
び
が
下
手
な
客
、
金
払
い
の
悪
い
客
に
つ
い
て
。

「
今
ひ
と
き
は
」
京
の
遊
女
の
一
年
。

「
飛
鳥
川
の
淵
瀬
」
無
常
。
白
人
の
行
末
。
貧
家
の
出
の
女
が
遊
女
と
し
て
出
世
し
、
身
請

け
さ
れ
る
ま
で
。

「
先
祖
の
政
を
も
忘
れ
」
京
を
舞
台
に
若
い
男
が
茶
屋
遊
び
に
塡
ま
り
、
終
に
は
身
を
持

ち
崩
す
次
第
。

「
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ゝ
に
」
様
々
な
色
事
の
形
。
睟
、
睟
客
と
は
。

内
容

該
当
段
な
し

一
五
七
段
「
筆
を
執
れ
ば
物
書
か
れ
」

一
〇
七
段
「
女
の
物
言
ひ
か
け
た
る
返
事
」

二
一
段
「
万
の
こ
と
は
、
月
見
る
に
こ
そ
」

二
二
段
「
何
事
も
、
古
き
世
の
み
ぞ
」

一
三
七
段
「
花
は
さ
か
り
に
」

八
段
「
世
の
人
の
心
ま
ど
は
す
事
」

九
段
「
女
の
髪
の
め
で
た
か
ら
ん
こ
そ
」

七
段
「
あ
だ
し
野
の
露
き
ゆ
る
時
な
く
」

三
段
「
万
に
い
み
じ
く
と
も
」

一
九
段
「
折
節
の
移
り
か
は
る
こ
そ
」

二
五
段
「
飛
鳥
川
の
淵
瀬
」

二
段
「
い
に
し
へ
の
ひ
じ
り
の
御
代
の
」

序
段「
つ
れ
〳
〵
な
る
ま
ま
に
」、一
段「
い
で
や
、こ
の
世
に
生
ま
れ
て
は
」

徒
然
草
の
該
当
段
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四
〇

だ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
採
用
さ
れ
た
段
を
み
て
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
定
雅
が
執
筆
の
際
極
め

て
自
然
に
、
座
右
に
お
い
た
徒
然
草
の
序
段
か
ら
順
番
に
引
用
し
よ
う
と
し
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
で
は
、
四
段
は
な
ぜ
引
用
さ
れ
な
か
っ

た
の
か
。
四
段
は
「
後
の
世
の
事
、心
に
忘
れ
ず
、仏
の
道
う
と
か
ら
ぬ
、こ
ゝ

ろ
に
く
し
。」
と
い
う
短
い
段
で
、
来
世
、
仏
道
に
つ
い
て
述
べ
た
段
で
あ
る
。

次
の
五
段
は
一
部
〈
五
―
①
〉
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、〈
五
―
①
〉

は
主
に
一
〇
七
段
を
用
い
て
書
か
れ
て
お
り
、
五
段
が
主
要
な
典
拠
と
は
言
え

ず
、
例
外
的
で
あ
る
。
そ
の
五
段
は
「
不
幸
に
愁
に
沈
め
る
人
の
」
理
想
的
な

生
き
方
を
示
す
。
さ
ら
に
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
段
の
内
容
を
確
か
め
る
と
、
六

段
は
「
わ
が
身
の
や
ん
ご
と
な
か
ら
ん
に
も
、
ま
し
て
数
な
ら
ざ
ら
ん
に
も
、

子
と
い
ふ
も
の
な
く
て
あ
り
な
ん
」。
一
〇
段
は
「
家
居
の
つ
き
〳
〵
し
く
」。

一
一
段
は
「
神
無
月
の
比
」、
山
里
で
行
き
当
た
っ
た
風
情
あ
る
庵
が
、
実
の

付
い
た
柑
子
の
周
り
を
し
っ
か
り
と
囲
っ
て
い
る
の
に
興
ざ
め
す
る
話
。
一
二

段
は
「
同
じ
心
な
ら
ん
人
と
」
心
お
き
な
く
気
持
を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
難
し

さ
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
か
え
っ
て
孤
独
を
感
じ
て
し
ま
う
と
い
う
内

容
。
一
三
段
は
「
ひ
と
り
灯
の
も
と
に
文
を
ひ
ろ
げ
て
見
ぬ
世
の
人
を
友
と
す

る
ぞ
、
こ
よ
な
う
な
ぐ
さ
む
わ
ざ
な
る
」。
一
四
段
「
和
歌
こ
そ
、
な
ほ
を
か

し
き
も
の
な
れ
」。
一
五
段
「
い
づ
く
に
も
あ
れ
」
旅
に
出
る
と
目
の
覚
め
る

心
地
が
す
る
。
一
六
段
は
「
神
楽
こ
そ
」
神
楽
を
扱
っ
た
段
。
一
七
段
「
山
寺

に
か
き
こ
も
り
て
」
仏
に
仕
え
る
と
心
が
清
ま
る
と
い
う
話
。
一
八
段
「
人
は

己
を
つ
ゞ
ま
や
か
に
し
」
お
ご
ら
ず
、
蓄
財
せ
ず
、
世
を
貪
ら
な
い
の
が
よ
い

と
い
う
段
。
二
〇
段
は
「
某
と
か
や
い
ひ
し
世
捨
人
の
」
と
い
う
短
文
、
二
三

段
は
「
衰
へ
た
る
末
の
世
と
は
い
へ
ど
」
と
い
う
宮
中
の
話
、
二
四
段
は
「
斎

王
の
野
宮
に
お
は
し
ま
す
あ
り
さ
ま
こ
そ
」。

　

つ
ま
り
、
引
用
さ
れ
な
か
っ
た
段
は
、
求
道
的
精
神
が
示
さ
れ
た
段
、
宮
中

や
斎
宮
を
扱
っ
た
段
、
さ
ら
に
教
養
な
ど
取
り
扱
う
話
題
が
限
定
的
で
広
が
り

を
み
せ
な
い
段
で
あ
る
。
即
ち
、
徒
然
草
の
教
誡
的
側
面
が
色
濃
く
示
さ
れ
た

段
と
言
え
る
。
対
し
て
採
用
さ
れ
た
段
は
、色
ご
と
や
男
女
を
取
り
上
げ
た
段
、

月
花
な
ど
あ
は
れ
を
描
い
た
段
、
無
常
を
題
材
と
し
た
段
と
な
っ
て
い
る
。
こ

ち
ら
は
徒
然
草
の
情
味
豊
か
な
段
、
言
っ
て
み
れ
ば
粋
に
も
通
じ
る
姿
が
描
か

れ
た
段
で
あ
っ
た
。
定
雅
は
徒
然
草
の
序
段
か
ら
順
番
に
引
用
し
つ
つ
、
そ
の

内
容
に
よ
っ
て
取
捨
選
択
し
て
い
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
六
段
か
ら
あ

と
、
一
〇
七
段
は
男
女
、
一
三
七
段
は
月
花
、
男
女
、
あ
は
れ
や
無
常
を
扱
っ

て
お
り
、
こ
れ
ま
で
の
選
定
基
準
か
ら
逸
脱
す
る
も
の
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が

例
外
的
な
の
が
〈
五
―
②
〉
に
使
わ
れ
た
一
五
七
段
「
筆
を
執
れ
ば
物
書
か
れ
」

で
、
こ
の
段
は
そ
の
内
容
か
ら
考
え
れ
ば
不
採
用
と
な
っ
て
し
か
る
べ
き
で

あ
る
。
に
も
拘
ら
ず
使
用
さ
れ
た
の
は
、
冒
頭
の
句
に
よ
っ
た
か
。〈
五
―
②
〉

は
実
際
、
一
五
七
段
の
最
初
の
一
文
が
使
わ
れ
る
の
み
で
、
形
だ
け
の
引
用
に

と
ど
ま
っ
て
い
る
。

　

そ
も
そ
も
、
一
口
に
引
用
と
言
っ
て
も
、
下
敷
き
と
す
る
割
合
は
各
話
で
異

な
っ
て
い
る
。〈
一
―
①
〉、〈
二
―
②
〉
は
徒
然
草
本
文
を
丁
寧
に
重
ね
て
ゆ
く

が
、
一
方
で
五
巻
は
〈
五
―
①
〉〈
五
―
②
〉
と
も
に
、
始
ま
り
の
部
分
に
徒
然

草
を
用
い
る
の
み
。
他
の
巻
に
比
べ
て
も
随
分
と
乱
暴
な
使
い
方
で
、
五
巻
は

慌
て
て
書
い
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と
推
察
す
る
の
で
あ
る
。

　

な
お
、こ
の
徒
然
草
引
用
に
関
し
て
、浅
野
氏
は
『
風
流
睟
談
義
』
冒
頭
が
太

平
記
を
も
じ
っ
た
文
と
な
っ
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
そ
の
影
響
を
指
摘
す
る
。

し
か
し
、『
風
流
睟
談
義
』
で
は
太
平
記
の
冒
頭
部
分
の
み
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か

川
』
で
は
、
各
話
で
徒
然
草
を
用
い
る
と
、
そ
の
姿
勢
は
異
な
っ
て
お
り
、
そ

の
着
想
が
必
ず
し
も
『
風
流
睟
談
義
』
に
よ
る
と
は
言
い
難
い
。
む
し
ろ
、
こ

れ
よ
り
前
の
多
く
の
仮
名
草
子
、
浮
世
草
子
、
洒
落
本
に
見
ら
れ
る
徒
然
草
の

受
容
の
中
で
、
あ
た
り
前
に
存
在
し
得
た
と
思
わ
れ
る
。
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３
．
定
雅
の
睟

　
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
に
お
い
て
、
定
雅
が
示
し
た
睟
の
姿
と
は
、
い
っ
た

い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
か
。
定
雅
は
「
睟
」
に
つ
い
て
、

　

こ
の
睟
を
ま
な
ぶ
時
は
。
万
法
此
内
に
こ
も
り
て
。
仏
法
あ
れ
ば
儒
道
有
。

神
秘
あ
れ
ば
色
事
も
あ
り
。	

〈
五
―
③
〉

総
て
睟
と
い
ふ
も
の
は
茶
屋
遣
ひ
を
す
る
が
睟
に
も
あ
ら
ね
ど
。
ま
づ
茶

屋
と
い
ふ
物
が
。
心
を
や
は
ら
げ
人
情
を
し
る
物
ゆ
へ
。
茶
屋
狂
ひ
に
睟

の
名
有
。	

〈
五
―
③
〉

と
い
い
、
睟
と
は
、
本
来
諸
道
諸
事
に
か
か
わ
る
も
の
で
、
茶
屋
遊
び
や
色
事

の
み
に
限
ら
れ
た
概
念
で
は
な
い
と
言
う
。
し
か
し
、
茶
屋
自
体
が
「
心
を
や

は
ら
げ
人
情
を
し
る
物
」
で
あ
り
、
そ
れ
が
睟
の
姿
と
重
な
る
故
に
、
茶
屋
遊

び
に
夢
中
に
な
る
よ
う
な
者
の
う
ち
に
睟
と
呼
ば
れ
る
よ
う
な
人
が
い
る
、
と

す
る
。
そ
の
上
で
、「
第
一
睟
と
い
ふ
所
は
心
持
和や
は
ら
かに
し
て
。」〈
五
―
③
〉
と
、

睟
は
「
心
持
」
の
問
題
で
あ
る
こ
と
を
言
う
。
し
か
も
「
睟
は
心
の
持
や
う
な

れ
は
。
睟
に
な
ら
ん
と
お
も
は
ゞ
睟
に
な
ら
れ
ぬ
事
は
あ
ら
し
。」〈
一
―
①
〉

と
も
言
っ
て
お
り
、
誰
も
が
心
が
け
次
第
で
睟
人
と
な
れ
る
と
い
う
。
そ
の
心

持
は「
和（
や
は
ら
か
）」で
あ
る
こ
と
を
重
視
す
る
。「
や
は
ら
か
」の
解
釈
は
、

茶
屋
を
「
心
を
や
は
ら
げ
」
る
も
の
と
い
う
の
か
ら
考
え
れ
ば
、
温
和
で
あ
る

こ
と
、
お
だ
や
か
で
気
立
て
の
よ
い
こ
と
、
と
の
意
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、「
何

事
に
も
私
な
く
。
人
の
た
め
ば
か
り
を
お
も
ひ
。」〈
五
―
③
〉
私
心
な
く
、
気

配
り
で
き
る
こ
と
。
そ
し
て
「
男
女
に
か
ぎ
ら
ず
親
父
に
も
。
丁
稚
に
も
。
す

か
る
ゝ
と
い
ふ
が
睟
。
な
ん
ほ
女
郎
に
す
か
れ
て
も
。
か
ん
し
ん
の
親
父
に
す

か
れ
ね
は
睟
で
は
な
い
。
心
が
や
は
ら
か
な
ば
か
り
で
も
。
道
に
そ
む
け
て
は
。

親
父
が
す
か
ぬ
。
忠
孝
は
勿
論
世
法
の
道
を
ま
も
る
が
睟
の
奥
意
。」〈
五
―
③
〉

と
、
色
事
だ
け
で
な
く
、
忠
孝
の
道
を
外
れ
な
い
こ
と
、
親
を
怒
ら
せ
る
こ
と

な
く
、
家
を
守
る
必
要
を
説
く
。「
惣
し
て
女
に
お
も
わ
る
ゝ
斗
を
色
好
と
は

い
は
ず
。
唯
万
人
の
心
に
も
ど
か
ず
。
道
に
そ
む
か
ぬ
を
こ
そ
睟
と
も
。
色
好

と
も
い
ふ
べ
け
れ
。」〈
二
―
③
〉、「
も
ち
は
餅
屋
医
者
は
い
し
や
。
み
な
そ
れ

〳
〵
の
家
業
を
ま
も
り
。
情
の
道
も
う
と
か
ら
ず
。
茶
屋
ぐ
る
ひ
も
よ
い
か
げ

ん
に
。」〈
五
―
③
〉
と
繰
り
返
し
、
家
業
を
守
っ
た
上
で
の
度
を
過
ぎ
な
い
遊

び
方
を
求
め
る
の
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
定
雅
の
記
述
か
ら
導
か
れ
た
睟
の
基
本
的
な
姿
を
ま
と
め
れ
ば
、

ま
ず
睟
と
は
心
の
持
ち
方
、
考
え
方
で
あ
っ
て
、
決
し
て
色
好
み
の
放
埓
な
振

る
舞
い
方
や
身
の
こ
な
し
、
奇
抜
な
身
形
の
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
。
さ
ら

に
、
睟
は
あ
ら
ゆ
る
法
則
、
存
在
に
通
用
す
る
理
想
的
な
概
念
で
、

・	

全
て
の
人
の
こ
と
を
思
い
、
そ
の
人
た
ち
の
心
に
逆
ら
う
こ
と
が
な
い
こ
と

・	

社
会
通
念
に
従
い
、
忠
孝
、
人
と
し
て
の
道
を
外
れ
な
い
こ
と

を
二
本
柱
と
し
て
い
る
と
な
ろ
う
。

　

睟
の
基
本
的
な
あ
り
方
を
掴
ん
だ
上
で
、
色
里
で
遊
ぶ
上
で
の
睟
、
睟
客
の

姿
、
言
わ
ば
狭
義
の
睟
を
み
て
み
よ
う
。

誠
の
睟
と
い
は
る
ゝ
人
は
。
仮
に
も
太
平
楽
は
い
ひ
出
さ
す
。
こ
め
ろ
料

理
人
迄
に
も
こ
と
ば
誮
し
く
。
宝
も
あ
ま
り
を
し
ま
す
。
江
帥
。
人
に
あ

た
ら
す
。
愛
敬
あ
つ
て
い
や
み
な
き
を
。
睟
客
と
は
い
は
め
。
見
て
く
れ

の
よ
し
あ
し
こ
そ
。
生
れ
付
な
れ
は
い
か
ゝ
は
せ
ん
。
睟
は
心
の
持
や
う

な
れ
は
。
睟
に
な
ら
ん
と
お
も
は
ゞ
睟
に
な
ら
れ
ぬ
事
は
あ
ら
し
。

	

〈
一
―
①
〉

　

文
句
の
つ
け
よ
う
の
な
い
客
の
姿
で
あ
る
。
我
儘
を
言
わ
ず
、
使
用
人
ま
で

に
も
言
葉
優
し
く
、
あ
ま
り
ケ
チ
で
は
な
く
、
口
上
手
、
愛
敬
よ
く
、
嫌
み
を

言
わ
な
い
の
が
睟
で
あ
る
。
変
え
よ
う
の
な
い
外
見
は
気
に
せ
ず
、
内
面
を
琢
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四
二

く
こ
と
が
大
切
な
の
で
あ
る
。
よ
り
現
実
的
、
具
体
的
な
問
題
に
つ
い
て
も
言

及
さ
れ
る
。
例
え
ば
茶
屋
遊
び
に
お
金
が
か
か
る
の
は
当
然
の
こ
と
で
以
下
の

よ
う
に
言
う
。

か
ゝ
る
き
さ
ん
し
も
睟
の
一
徳
。
繁
昌
な
る
廓
中
の
な
ら
ひ
。
そ
れ
を
し

り
つ
ゝ
。
権
柄
に
あ
そ
ん
で
置
て
。
其
金
を
や
ら
ぬ
と
い
ふ
は
。
色
好
べ

き
も
の
ゝ
せ
ま
じ
き
わ
ざ
な
り
。	

〈
二
―
③
〉

と
は
い
え
、
や
た
ら
と
金
を
遣
え
ば
よ
い
と
い
う
も
の
で
は
な
い
。
金
に
物
を

言
わ
せ
る
よ
う
な
者
は
、
き
っ
ぱ
り
と
否
定
さ
れ
る
。

金
銀
の
威
勢
を
鼻
の
先
へ
出
し
て
。権
柄
に
詈
る
ほ
ど
阿
房
と
は
み
ゆ
れ
。

金
持
自
慢
す
る
客
は
非
我
の
随
一
な
り
。	

〈
一
―
①
〉

　

金
銭
の
問
題
の
ほ
か
に
も
、茶
屋
遊
び
に
は
様
々
な
注
意
点
が
あ
る
。
ま
ず
、

長
居
す
べ
き
で
は
な
い
。「
い
か
に
お
も
し
ろ
き
と
こ
ろ
な
れ
ば
と
て
。
七
日

十
日
も
居
続
け
は
。
否
な
穴
も
み
え
す
ぎ
て
あ
い
そ
の
尽
る
こ
と
こ
そ
多
か
る

べ
け
れ
。」〈
三
―
①
〉。「
茶
屋
の
初
夜
は
宿
の
夜
半
と
心
得
。
は
や
う
戻
る
こ

そ
う
け
よ
か
る
べ
け
れ
。
さ
る
を
当
世
の
生
睟
客
は
。
早
う
か
へ
ら
ば
跡
の
所

覚
束
な
し
と
。
役
に
も
た
ゝ
ぬ
推
量
悋
気
。」〈
同
〉、「
誠
に
色
気
は
な
れ
て
な

れ
ば
。
随
分
速
う
い
て
早
う
戻
つ
て
や
る
が
本
睟
。」〈
四
―
①
〉
と
い
う
。
ま

た
客
が
料
理
代
を
控
え
よ
う
と
「
何
に
も
い
ら
ぬ
」
を
繰
り
返
し
、
そ
う
は
さ

せ
ぬ
と
茶
屋
が
料
理
を
出
す
と
い
う
客
と
店
の
攻
防
を
描
き
、「
斯
な
つ
て
は

い
や
な
も
の
。
客
に
も
茶
や
に
も
心
得
有
た
し
。
す
べ
て
芸
子
お
や
ま
も
。
あ

ま
り
に
気
侭
に
な
り
過
て
は
色
も
な
く
情
も
あ
る
ま
じ
。」〈
同
〉
と
誡
め
る
。

つ
ま
り
茶
屋
と
一
定
の
距
離
を
保
ち
つ
つ
、
色
里
で
の
適
切
な
平
衡
感
覚
を
身

に
つ
け
、
我
儘
に
な
り
す
ぎ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
振
る
舞
う
の
が
、
睟
の
遊

び
方
で
あ
る
。

　

茶
屋
と
言
え
ば
、
幇
間
が
切
っ
て
も
切
れ
な
い
も
の
で
あ
る
が
、
最
近
の
者

は
「
お
よ
ば
さ
る
は
そ
し
る
と
。
其
道
を
し
ら
ぬ
ゆ
へ
な
り
。
当
世
睟
が
る
客

を
み
る
に
。
牽
頭
子
を
ま
づ
い
や
が
り
。
い
や
騒
し
い
の
い
や
み
な
の
と
。
呼

で
も
見
ず
に
か
ら
わ
る
く
ち
。
人
の
い
や
み
に
気
の
つ
く
は
。
こ
つ
ち
に
い
や

み
な
気
が
あ
る
か
ら
。」〈
四
―
③
〉
と
い
い
、「
惣
し
て
牽
頭
子
も
す
け
ば
ま

た
お
も
し
ろ
い
も
の
。」〈
同
〉
で
あ
る
か
ら
、
茶
屋
で
遊
ぶ
以
上
は
上
品
ぶ
っ

た
り
静
か
な
場
に
し
よ
う
と
せ
ず
、
客
ら
し
く
「
安
房
」
に
な
っ
て
た
い
こ
も

ち
も
楽
し
む
の
が
よ
い
と
い
う
。「
何
事
も
う
ち
わ
す
れ
て
。
さ
わ
ぐ
の
が
茶

屋
の
な
ら
ひ
。
た
い
こ
も
ち
も
し
ま
ぬ
が
上
手
」〈
同
〉
な
の
だ
。
一
方
、
妓

と
の
付
き
合
い
方
に
つ
い
て
は
、「
有
か
た
き
も
の
は
仏
の
方
便
。
お
そ
ろ
し

き
も
の
は
妓
の
実
と
心
得
て
。
こ
の
実
に
嘶
さ
れ
ぬ
や
う
に
す
る
か
先
睟
の
第

一
。」〈
三
―
③
〉、
妓
に
騙
さ
れ
る
こ
と
よ
り
も
、
妓
が
真
剣
に
な
る
こ
と
を

恐
れ
る
よ
う
、
説
く
。

　

さ
ら
に
「
何
事
も
時
折
の
催
に
ま
か
す
べ
し
。
こ
よ
ひ
は
か
な
ら
ず
来
る
で

あ
ろ
ふ
と
待
て
い
る
時
は
。
い
か
ず
に
ゐ
た
り
。
今
夜
は
大
か
た
来
ざ
る
ま
ひ

と
。
お
と
し
付
て
居
る
所
へ
風
与
往
も
を
か
し
。
腹
の
立
事
も
ま
づ
は
ら
立
ぬ

が
よ
し
。
知
そ
む
な
い
こ
と
は
し
ら
ね
ば
な
ら
ず
。
知
て
ゐ
る
事
は
し
ら
ぬ
か

ほ
も
よ
し
。
す
こ
し
物
に
背
て
ゆ
く
が
お
も
し
ろ
き
も
の
。」〈
四
―
①
〉
常
に

周
囲
の
人
の
心
を
読
み
、少
し
そ
の
裏
を
行
く
よ
う
な
人
が
睟
客
な
の
で
あ
る
。

そ
れ
か
ら
、「
か
の
水
上
と
い
ふ
所
を
所
望
し
て
の
事
な
ら
ば
。
あ
た
ま
か
ら

や
め
に
す
べ
し
。
大
方
の
歌
妓
か
鉄
漿
付
の
客
と
い
ふ
と
。
三
ツ
子
が
身
柱
の

灸
す
ゑ
る
や
う
に
ぞ
ゝ
が
み
立
て
い
や
か
る
も
の
其
ぬ
る
さ
を
も
か
へ
り
み
ぬ

は
。
不
睟
と
も
。
た
は
け
と
も
」〈
三
―
②
〉と
よ
り
細
か
な
指
示
も
見
ら
れ
る
。

言
葉
遣
い
に
つ
い
て
は
、
当
世
の
替
言
葉
に
対
し
て
苦
言
を
呈
し
、「
い
つ
れ

睟
が
る
言
遣
ひ
は
か
へ
つ
て
睟
に
あ
ら
ず
。」〈
四
―
②
〉
と
い
う
。

　

こ
の
ほ
か
、
睟
客
が
身
に
つ
け
る
べ
き
芸
事
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
よ
う
に
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語
ら
れ
る
。

ま
づ
睟
の
心
が
け
た
き
も
の
琴
三
味
せ
ん
。
夫
も
よ
き
は
。
中
〳
〵
見
く

る
し
。
物
ま
ね
も
似
ず
は
す
へ
し
。
拳
も
下
手
な
る
は
一
興
あ
り
て
お
か

し
。
艶
書
の
か
き
や
う
。
小
み
じ
か
く
き
こ
え
や
す
く
。
手
な
ど
き
た
な

か
ら
す
は
し
り
か
き
。
声
も
ち
よ
と
流
行
歌
う
た
ふ
ほ
ど
有
て
。
拍
子
よ

く
一
座
の
附
合
酒
の
相
手
下
戸
な
ら
ぬ
ほ
ど
は
す
こ
し
の
み
た
き
も
の
な

り
。	

〈
一
―
①
〉

因
み
に
、
こ
こ
は
徒
然
草
を
踏
ま
え
た
表
現
で
あ
る
。

あ
り
た
き
事
は
、
ま
こ
と
し
き
文
の
道
、
作
文
、
和
歌
、
管
絃
の
道
、
ま

た
有
職
に
公
事
の
方
、
人
の
鏡
な
ら
ん
こ
そ
い
み
じ
か
る
べ
け
れ
。
手
な

ど
拙
か
ら
ず
走
り
が
き
、
声
を
か
し
く
て
拍
子
と
り
、
い
た
ま
し
う
す
る

も
の
か
ら
、
下
戸
な
ら
ぬ
こ
そ
を
の
こ
は
よ
け
れ
。（
徒
然
草
・
一
段
）

徒
然
草
で
は
こ
の
よ
う
に
「
人
の
鏡
」
と
な
る
ほ
ど
の
腕
を
求
め
て
い
る
の
だ

が
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
で
は
「
よ
き
は
。
中
〳
〵
見
く
る
し
」
と
、
何
事

も
完
璧
に
や
り
こ
な
す
こ
と
の
な
い
よ
う
に
勧
め
て
お
り
、
徒
然
草
の
価
値
観

を
そ
の
ま
ま
受
け
入
れ
よ
う
と
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
気
付
く
。
徒

然
草
と
の
思
想
的
関
係
に
つ
い
て
は
、
今
は
措
い
て
お
き
、
定
雅
が
描
い
た
睟

に
つ
い
て
今
少
し
見
て
み
よ
う
。

　
　
　

４
．『
曾
古
左
賀
志
』
の
影
響

　

こ
う
し
た
定
雅
の
睟
論
は
、
定
雅
独
自
の
考
え
方
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
定
雅

は
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
の
な
か
で
「
か
く
云
つ
ゝ
く
れ
ば
。
自
笑
が
草
子
。

底
さ
が
し
睟
談
義
に
事
ふ
り
に
た
れ
と
。
お
な
し
こ
と
い
は
ぬ
も
の
に
し
も
あ

ら
ず
。」〈
二
―
②
〉
と
い
う
。
こ
こ
は
、徒
然
草
一
九
段
の
「
言
ひ
つ
ゞ
く
れ
ば
、

み
な
源
氏
物
語
・
枕
草
子
な
ど
に
こ
と
ふ
り
に
た
れ
ど
、
同
じ
事
、
ま
た
、
今

さ
ら
に
言
は
じ
と
に
も
あ
ら
ず
。」
と
い
う
表
現
に
基
づ
い
た
箇
所
で
は
あ
る

が
、
定
雅
が
八
文
字
屋
系
の
浮
世
草
子
、『〈
当
世
〉
曾
古
左
賀
志
』、『
風
流
睟

談
義
』
を
読
み
、
そ
し
て
自
分
の
作
品
が
、
こ
れ
ら
と
内
容
に
お
い
て
似
通
っ

て
い
る
こ
と
を
十
分
に
意
識
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
『
つ
れ
〳
〵
睟

か
川
』
と
、
名
前
の
挙
が
っ
た
『〈
当
世
〉
曾
古
左
賀
志
』（
明
和
七
年
刊
、
以

下『
曾
古
左
賀
志
』）、『
風
流
睟
談
義
』（
安
永
三
年
刊
）
と
を
比
較
し
て
み
た
い
。

　
『
曾
古
左
賀
志
』
は
、
五
巻
五
冊
。
や
は
り
半
紙
本
で
あ
る
。
明
和
七
年
刊
。

酔
石
翁
著
。
あ
る
の
男
の
生
誕
か
ら
、
成
長
し
、
色
里
で
の
遊
び
を
覚
え
、
結

局
身
代
を
持
ち
崩
す
姿
ま
で
を
描
く
。
最
後
の
章
は
そ
の
筋
か
ら
離
れ
、
粋
論

が
展
開
さ
れ
る
。『
曾
古
左
賀
志
』
の
成
り
立
ち
に
つ
い
て
は
、『
洒
落
本
大
成
』

補
巻
に
詳
し
い
が
、
手
短
か
に
言
え
ば
、
最
後
の
睟
論
は
原
作
で
あ
る
『
正
夢

後
悔
玉
』
に
無
く
、
書
き
足
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
で
は
『
曾
古
左
賀
志
』
に

お
け
る
粋
と
は
ど
う
い
っ
た
も
の
で
あ
る
か
。
や
や
長
い
が
、
引
用
し
て
み
よ

う
。

世
の
人
、
粋
と
い
ふ
は
身
持
は
う
ら
つ
に
し
て
、
色
の
道
の
み
心
を
か
た

む
け
、
は
て
は
あ
み
が
さ
に
紙
子
姿
の
と
ろ
ぼ
う
が
事
を
い
ふ
と
お
も
ふ

は
、
大
き
成
心
得
ち
が
ひ
な
り
。
全
左
に
あ
ら
ず
。
粋
と
い
ふ
粋
の
字
、

淳
を
と
い
ふ
字
な
り
。
何
事
に
て
も
人
に
あ
ら
そ
は
ず
、
そ
や
し
に
の
ら

ず
、
身
実
体
に
持
、
家
職
を
わ
す
れ
ず
、
忠
孝
を
専
一
と
し
て
、
諸
人
の

心
を
合
し
、
す
も
ふ
ず
き
に
は
す
も
ふ
の
咄
に
て
も
て
な
し
、
芝
居
ず
き

に
は
役
者
の
う
わ
さ
を
評
し
、
何
百
人
の
中
で
も
お
め
ず
出
過
ず
、
上
に

立
人
を
う
や
ま
ひ
、
下
成
人
を
あ
わ
れ
み
、
我
を
わ
す
れ
ず
、
里
通
ひ
も

よ
き
ほ
ど
に
ゆ
き
て
、
太
夫
、
白
人
は
も
と
よ
り
、
花
車
、
中
居
、
大
壷
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持
、
料
理
人
、
小
女
郎
、
お
は
り
や
、
と
ひ
ま
わ
し
男
ま
て
も
も
て
は
や

さ
れ
、
諸
わ
け
を
し
り
、
い
さ
ゝ
か
も
野
卑
な
る
事
を
い
は
ず
、
好
ま
ず
、

人
の
い
た
み
に
成
べ
き
事
を
つ
ゝ
し
み
、
優
美
な
る
を
こ
そ
、
本
淳
と
は

言
な
り
。（
第
五
）（
句
読
点
は
私
に
付
し
た
）

　

こ
こ
に
描
か
れ
た
粋
の
姿
が
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
と
近
似
し
て
い
る
の
わ

認
め
得
る
。『
曾
古
左
賀
志
』
は
一
代
記
風
に
書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
二
作
は

構
成
こ
そ
違
う
が
、
粋
論
の
類
似
に
加
え
て
、
表
現
や
内
容
に
お
い
て
も
『
曾

古
左
賀
志
』
の
存
在
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
箇
所
が
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』

に
は
あ
る
。『
曾
古
左
賀
志
』
第
一
で
は
、
一
二
、三
歳
と
な
っ
た
息
子
に
対
し

て
、「
少
し
の
芸
も
覚
へ
さ
せ
、
人
付
逢
も
は
づ
か
し
か
ら
ぬ
様
に
」
と
考
え

る
の
は
「
親
仁
は
若
ひ
時
か
ら
か
せ
き
の
み
に
か
ゝ
り
無
芸
な
れ
ば
」。
一
方
、

『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
で
は
、
色
里
狂
い
の
息
子
を
い
さ
め
る
の
は
「
文
盲
な

親
父
」〈
一
―
②
〉。
第
三
で
は
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
と
同
じ
く
、
徒
然
草
五

段
の
久
米
仙
人
の
話
が
載
る
（
な
お
、
久
米
仙
人
の
話
は
『
風
俗
睟
談
義
』
で

も
引
か
れ
る
）。
第
四
で
は
「
げ
い
子
が
三
味
線
箱
を
だ
ん
は
し
こ
の
口
ま
で

取
次
、
女
郎
の
用
場
尋
れ
ば
火
そ
く
見
せ
て
や
る
あ
り
さ
ま
、
心
か
ら
と
は
言

な
が
ら
、
あ
さ
ま
し
き
事
共
な
り
」
と
あ
る
の
に
対
し
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』

に
「
何
が
し
と
か
や
い
ひ
し
桑
門
の
。
茶
屋
の
だ
ん
階
子
の
端
に
三
弦
箱
の
退

て
あ
る
は
。
余
所
な
が
ら
も
気
毒
な
物
じ
や
と
い
ひ
し
こ
そ
。
さ
も
お
ぼ
え
ぬ

べ
け
れ
」〈
三
―
②
〉
と
あ
る
。
ま
た
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
の
〈
一
―
②
〉〈
二

―
③
〉〈
三
―
②
〉
の
話
の
流
れ
は
『
曾
古
左
賀
志
』
を
連
想
さ
せ
る
。

　

ま
た
『
曾
古
左
賀
志
』
は
、
明
和
七
年
に
刷
ら
れ
、
何
度
か
後
印
さ
れ
る
が
、

享
和
四
年
本
に
は
定
雅
が
序
文
を
寄
せ
て
も
お
り
、
定
雅
と
『
曾
古
左
賀
志
』

の
関
係
は
深
い
。

　

で
は
、
も
う
一
方
の
『
風
流
睟
談
義
』
が
描
く
睟
は
ど
う
い
う
も
の
か
。
こ

れ
も
ま
た
半
紙
本
、
五
巻
五
冊
。
安
永
三
年
刊
。
雲
水
坊
著
。
宇
治
の
人
で
あ

る
井
花
が
「
睟
の
奥
儀
を
極
ん
と
」
北
白
川
の
白
梅
上
人
を
訪
ね
、
諸
事
を
取

り
上
げ
な
が
ら
睟
に
つ
い
て
の
教
え
を
乞
う
と
い
う
形
を
と
る
。『
曾
古
左
賀

志
』
と
は
異
な
り
、
こ
ち
ら
は
全
体
に
粋
論
が
散
ら
ば
っ
て
い
る
。
ま
ず
、
一

之
巻
で
、
井
花
が
「
今
時
の
睟
〃
と
口
き
く
人
。
多
く
は
心
に
も
す
か
ぬ
事
を

す
い
た
顔
し
て
附
合
ひ
。
ま
た
他
所
へ
行
て
は
そ
れ
を
ふ
く
り
ん
か
け
て
そ
し

り
。何
方
で
も
人
に
す
か
る
ゝ
を
い
ふ
を
睟
と
心
得
る
。」と
憤
っ
た
の
に
対
し
、

白
梅
上
人
は
「
し
か
し
へ
つ
ら
ふ
と
い
ふ
事
も
ま
ん
ざ
ら
虚
と
慾
と
で
も
行
ま

せ
ぬ
。
も
と
実
気
が
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
。
そ
こ
に
は
以
心
伝
心
と
い
ふ
事
が

あ
る
。」
と
宥
め
、
そ
の
上
で

　

附
合
の
よ
い
の
が
睟
の
第
一
で
ご
ざ
る
。そ
こ
に
む
つ
か
し
い
事
が
あ
る
。

な
ん
で
も
か
ん
に
ん
の
四
字
が
大
事
じ
や
。
今
時
の
人
は
堪
忍
せ
ず
に
短

気
な
を
自
慢
さ
ふ
に
。
わ
し
は
あ
ん
な
事
よ
ふ
聞
て
は
ゐ
ぬ
な
ど
云
て
。

り
く
つ
こ
ね
る
を
は
睟
と
思
へ
ど
。
こ
り
や
な
ん
で
も
な
い
事
気
の
短
の

じ
や
。	

〈
一
之
巻
〉

と
い
う
。
睟
と
は
忍
耐
強
く
、付
き
合
い
が
よ
い
も
の
だ
と
い
う
。
し
か
し『
風

流
睟
談
義
』
で
語
ら
れ
る
睟
の
根
本
は
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

睟
も
ま
つ
其
如
く
。
睟
じ
や
と
思
ふ
故
す
ぐ
に
不
睟
に
な
り
。
能
弁
へ
て

物
を
い
は
ず
し
て
人
の
心
を
し
る
を
こ
そ
睟
と
も
い
ふ
べ
け
れ
。〈

二
之
巻
〉

元
来
物
こ
と
に
行
わ
た
り
て
人
情
を
し
る
と
い
ふ
を
異
国
に
は
聖
人
と
も

君
子
と
も
仏
と
も
先
生
と
も
我
朝
に
て
は
引
く
る
め
て
睟
と
よ
ぶ
。

〈
三
之
巻
〉
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睟
じ
や
と
て
み
な
博
識
で
も
な
け
れ
ど
も
。
物
し
ら
ぬ
な
が
ら
世
の
人
情

は
し
り
た
き
も
の
。
人
情
さ
へ
し
り
得
れ
ば
博
識
に
も
お
さ
〳
〵
を
と
る

ま
じ
。
其
人
情
を
知
ら
ん
と
な
ら
ば
色
好
む
に
し
く
は
な
し
。〈
四
之
巻
〉

く
ど
ふ
も
〳
〵
人
情
を
し
る
と
い
ふ
が
睟
色
の
第
一
。	

〈
四
之
巻
〉

　

一
再
な
ら
ず
書
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、『
風
流
睟
談
義
』
の
い
う
睟
と
は
人

情
を
知
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、女
に
好
か
れ
る
だ
け
で
は
い
け
な
い
。

何
に
せ
よ
男
に
ほ
れ
ら
る
ゝ
と
い
ふ
男
が
睟
で
ご
ざ
る
。
男
が
ほ
れ
ね
ば

女
も
ほ
れ
ぬ
。
ほ
れ
さ
そ
ふ
と
思
ふ
と
も
は
や
ほ
れ
ぬ
。
と
に
か
く
万
事

気
味
合
を
呑
込
事
じ
や
。	

〈
一
之
巻
〉

　
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
で
は
周
囲
の
全
て
の
人
、
親
に
も
好
か
れ
る
の
が
睟

で
あ
っ
た
。
人
当
た
り
の
よ
さ
に
つ
い
て
は
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
で
も
求
め

ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
先
は
異
な
る
。

過
ぎ
た
る
は
な
を
及
ば
ぬ
な
が
ら
人
の
心
を
く
み
取
て
い
や
み
な
ら
ぬ
や

う
に
有
た
し
。
こ
ゝ
ろ
づ
よ
い
が
武
士
で
は
な
い
。
心
よ
い
の
が
睟
で
も

な
い
。
何
と
な
く
少
し
は
気
味
わ
る
が
ら
れ
る
や
う
に
身
は
持
な
す
べ
き

事
。	

〈
四
之
巻
〉

　

そ
し
て
細
か
な
こ
と
も
見
逃
さ
な
い
よ
う
に
し
て
、
粗
相
し
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
も
必
要
だ
と
い
う
。

ち
よ
つ
と
し
た
こ
と
で
も
気
を
付
て
倉
卒
に
見
過
ぬ
や
う
に
心
が
け
る
。

是
を
智
恵
つ
か
ひ
と
い
ふ
て
。
非
我
の
や
う
に
い
へ
と
も
。
物
に
麁
想
の

な
い
や
う
に
と
こ
ゝ
ろ
が
け
る
は
誰
し
も
あ
り
た
き
事
。
又
全
体
人
表
に

も
拘
る
事
。
元
来
ま
つ
行
状
を
慎
む
が
大
事
じ
や
。
是
が
睟
門
の
入
口
で

ご
ざ
る
。	

〈
一
之
巻
〉

　

さ
ら
に
他
人
の
価
値
観
を
認
め
、
自
分
の
考
え
を
押
し
付
け
な
い
こ
と
。

そ
の
様
に
人
を
み
な
非
に
み
て
。
偏
屈
に
わ
が
す
く
場
処
へ
誘
ん
と
お
も

ふ
は
す
ぐ
に
不
睟
な
り
。
五
色
各
其
色
あ
り
と
て
。
其
好
所
に
し
た
が
ふ

べ
し
。	

〈
一
之
巻
〉

　

芸
事
に
つ
い
て
は
、
し
っ
か
り
身
に
付
け
た
上
で
、
玄
人
ぶ
ら
な
い
の
が
よ

い
と
い
う
。

何
事
も
得
と
師
に
し
た
が
ふ
て
学
ぶ
が
睟
の
芸
な
り
。
く
ろ
と
じ
こ
み
に

な
ら
ふ
て
心
持
は
し
ろ
と
に
て
あ
る
べ
そ
。
心
も
ち
が
く
ろ
と
で
芸
が
し

ろ
と
で
は
ゆ
か
ぬ
事
。
覚
て
ゐ
て
も
わ
す
れ
て
ゐ
る
が
睟
の
印
可
。
し
つ

て
し
ら
ぬ
顔
し
て
ゐ
る
と
。
し
ら
ず
に
し
つ
た
顔
す
る
と
は
。
水
玉
と
な

す
び
ほ
ど
ち
が
ふ
事
。
諸
芸
の
事
は
何
て
も
か
や
う
に
か
た
づ
け
て
。
己

が
こ
の
む
所
を
何
な
り
と
も
な
す
べ
し
。
芸
は
い
た
る
と
い
た
ら
ぬ
と
に

甲
乙
あ
れ
ど
。成
就
し
て
見
れ
ば
何
の
芸
も
睟
の
た
よ
り
と
な
る
物
な
り
。

小
道
と
い
へ
ど
も
か
な
ら
ず
見
る
所
有
と
い
ふ
。	

〈
三
之
巻
〉

か
く
の
ご
と
く
、『
風
流
睟
談
義
』
と
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
と
の
間
に
「
睟
」

に
関
し
て
の
明
確
な
共
通
点
は
、
見
当
た
ら
な
い
。
同
じ
よ
う
な
点
に
つ
い
て

説
き
な
が
ら
、
き
れ
い
に
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
あ
る
。
む
し

ろ
、『
風
流
睟
談
義
』
で
描
か
れ
た
睟
か
ら
意
識
的
に
離
れ
よ
う
と
し
て
い
る

よ
う
に
さ
え
感
じ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
『
風
流
睟
談
義
』
の
五
之
巻
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に
は「
睟
の
会
所
」で
あ
る
四
条
納
涼
の
様
子
を
描
き
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』〈
五

―
②
〉
で
も
ま
た
納
涼
、
そ
し
て
そ
の
日
の
茶
屋
の
姿
を
描
く
な
ど
、
趣
向
に

お
け
る
類
似
点
が
無
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
定
雅
が
こ
れ
ら
二
作
を
意
識

し
た
上
で
創
作
し
て
い
っ
た
こ
と
は
疑
い
な
い
が
、
こ
の
二
作
の
扱
い
は
全
く

違
う
の
で
あ
る
。『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
に
お
け
る
睟
の
あ
り
方
に
関
し
て
は
、

『
曾
古
左
賀
志
』
の
影
響
が
強
い
と
読
み
と
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。

　

で
は
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』に
お
け
る
定
雅
の
独
創
性
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
。

そ
し
て
ど
の
点
に
お
い
て
評
価
さ
れ
、
再
印
さ
れ
る
ほ
ど
の
人
気
を
博
し
た
の

で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
お
よ
そ
次
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
。

（
一
）	睟
は
決
し
て
手
の
届
か
な
い
も
の
で
は
な
く
、
誰
で
も
身
に
つ
け
る

こ
と
の
で
き
る
も
の
で
あ
る
と
の
主
張

（
二
）	具
体
的
に
実
践
可
能
な
振
る
舞
い
方
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と

（
三
）	客
だ
け
で
な
く
、
茶
屋
に
対
す
る
苦
言
も
書
か
れ
て
い
る
こ
と

　

心
が
け
の
内
容
自
体
は
既
存
の
も
の
の
模
倣
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
心
の
持

ち
方
次
第
で
誰
で
も
睟
（
人
）
に
な
れ
る
と
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、
読
み
手
に
親

近
感
を
抱
か
せ
る
の
だ
。
さ
ら
に
、
そ
う
し
た
心
が
け
の
も
と
、
茶
屋
で
気
を

つ
け
る
べ
き
点
は
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
芸
妓
と
の
付
き
合
い
方
は
ど
う
す
る
べ

き
な
の
か
を
仔
細
に
、
具
体
的
に
提
示
す
る
。
つ
ま
り
本
書
は
、
読
み
物
で
も

あ
り
、ま
た
花
街
で
の
振
る
舞
い
を
描
い
た
実
用
書
で
も
あ
り
得
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
書
が
た
だ
理
想
を
無
闇
に
並
べ
立
て
た
だ
け
の
本
と
な
ら
な
か
っ

た
の
は
、（
三
）
の
視
点
が
備
わ
っ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
〈
四
―

②
〉、「
何
事
も
ふ
る
き
よ
の
み
そ
し
た
は
し
き
」
と
徒
然
草
の
二
二
段
を
そ
の

ま
ま
引
い
て
、
歌
や
言
葉
に
つ
い
て
の
論
を
展
開
す
る
が
、
そ
の
際
、「
芸
子

の
義
太
夫
ぶ
し
語
さ
ま
も
。
い
に
し
へ
は
な
き
事
に
ぞ
。」と
い
う
。
そ
の
ほ
か
、

「
け
や
け
き
替
言
葉
い
ふ
に
は
ま
さ
り
た
れ
ど
。
妓
芸
子
の
口
か
ら
。
失
礼
近

晩
な
ど
も
。
女
の
情
に
あ
ら
ね
ば
こ
れ
も
い
む
べ
し
。」
と
誡
め
る
の
で
あ
る
。

〈
五
―
①
〉
で
は
、「
見
て
く
れ
」
を
気
に
す
る
客
を
穿
っ
た
上
で
「
さ
れ
ば
見

呉
さ
ま
〳
〵
の
中
に
。
当
世
は
昔
と
異
な
り
。
茶
屋
の
亭
主
の
茶
の
湯
こ
の
み
。

廻
し
の
女
房
が
生
花
好
。
置
屋
の
隠
居
が
例
年
和
尚
の
。
説
法
聞
に
往
る
ゝ
ま

で
い
づ
れ
よ
き
事
に
似
て
大
方
は
見
て
く
れ
の
名
利
に
落
べ
し
」
と
い
う
。
こ

う
し
た
視
点
は
、
定
雅
自
身
が
実
際
に
茶
屋
に
通
い
、
身
に
付
け
た
も
の
で
あ

る
。
一
説
に
拠
れ
ば
、
度
重
な
る
遊
興
の
末
、
家
財
を
蕩
尽
し
て
し
ま
っ
た
と

も
伝
え
ら
れ
る

 

。
現
実
の
場
に
取
材
さ
れ
て
こ
そ
『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
は

類
書
と
は
少
し
異
な
る
評
価
を
得
た
と
も
言
え
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
の
鋭

い
観
察
力
は
、
定
雅
が
こ
の
後
に
発
表
す
る
洒
落
本
や
俳
文
に
も
生
か
さ
れ
て

ゆ
く
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
別
稿
を
期
し
た
い
。

註１	

定
雅
の
生
年
は
未
詳
。
藤
井
紫
影
「
江
戸
後
期
の
京
阪
小
説
家
（『
江
戸
文
化

研
究
』
所
収 

内
外
出
版 

大
10
）
に
「
文
政
九
年
八
十
三
歳
に
て
没
し
」
と
あ

る
の
に
よ
り
、
逆
算
し
た
。

２	

『
当
世
ま
ゝ
の
川
』
は
内
題
。
題
簽
に
は
「〈
睟
ヶ
川
後
編
〉
真
〃
の
川
」
と
あ

る
。
本
稿
で
は
、
内
題
を
も
っ
て
そ
の
題
と
す
る
。

３	

『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
は
、『
洒
落
本
大
系
』（
高
木
好
次
編
纂 

六
合
館 

昭
５
）

巻
五
、『
滑
稽
文
学
全
集
』（
古
谷
知
新
編 

文
芸
書
院 

大
６
）
巻
十
二
、『
洒

落
本
大
成
』（
洒
落
本
大
成
編
集
委
員
会
編 

中
央
公
論
社
昭
56
）
巻
十
二
に
翻

印
さ
れ
て
い
る
。

４	
談
義
本
の
歴
史
、色
談
義
も
の
に
つ
い
て
は
中
野
三
敏
氏
「
談
義
本
略
史
」（『
田

舎
荘
子
・
当
世
下
手
談
義
・
当
世
穴
さ
が
し
』
新
古
典
文
学
大
系
81 

岩
波
書
店
）

を
参
照
。

５	

題
簽
は
天
明
三
年
の
奥
付
を
も
つ
京
都
大
学
潁
原
文
庫
本
と
蓬
左
文
庫
本
、
祐

徳
稲
荷
神
社
中
川
文
庫
本
（
と
も
に
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル

ム
）
を
あ
わ
せ
て
検
討
し
た
。
ま
た
本
稿
で
本
文
を
引
用
す
る
際
は
、
祐
徳
稲



『つれつれ睟か川』について

四
七

荷
神
社
本
に
よ
っ
た
。
な
お
、
引
用
の
折
、
通
用
の
字
体
に
改
め
た
が
、
清
濁
、

句
読
点
は
原
文
の
ま
ま
で
あ
る
。

６	

『
足
毛

』
は
、
初
篇
の
み
定
雅
の
著
作
。
し
か
し
完
全
な
形
で
伝
わ
る
初
編

は
管
見
に
し
て
知
ら
な
い
。
そ
こ
で
今
回
は
や
む
を
得
ず
、『
足
毛

』
の
改

題
本
で
あ
る
『〈
旅
中
骨
稽
〉
脚
栗
毛
』
の
初
編
（
蓬
左
文
庫
本
の
国
文
学
研

究
資
料
館
蔵
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
）
を
参
照
し
た
。

７	

浅
野
三
平
氏
「
西
村
粋
川
子
」（『
近
世
中
期
小
説
の
研
究
』（
桜
楓
社 

昭
50
）

所
収
）。

８	

龍
草
廬
に
つ
い
て
は
、
中
野
三
敏
氏
「
龍
草
廬
」（
中
村
幸
彦
編
『
近
世
の
漢

詩
』 

汲
古
書
院 

昭
61
）、
同
「
草
廬
昼
錦
」（『
江
戸
狂
者
傳
』
中
央
公
論
新
社 

平
19
）
に
詳
し
い
。

９	

た
と
え
ば
安
永
三
年
序
『
ゑ
ぼ
し
桶
』（
美
角
編
）
に
収
載
さ
れ
た
「
山
寒
し

折
に
一
む
れ
ち
る
紅
葉
」、
同
年
序
『
片
折
』（
白
居
編
）
に
載
る
「
月
の
後
霜

に
し
つ
け
し
夜
の
秋
」、
同
年
刊
『
幣
ぶ
く
ろ
』「
藤
つ
ゝ
し
思
へ
は
夏
の
初
メ

か
な
」
な
ど
に
始
ま
り
、
同
五
年
序
『
張
瓢
』、
同
年
成
『
写
経
社
集
』、
同
年

刊
『
続
あ
け
が
ら
す
』、『
仏
の
座
』、
六
年
序
『
仮
日
記
』
七
年
序
『
封
の
儘
』、

天
明
元
年
序
『
浪
速
住
』
な
ど
、
安
永
か
ら
天
明
に
か
け
て
の
諸
集
に
収
め
ら

れ
た
句
が
再
録
さ
れ
て
い
る
。

10	

定
雅
の
兄
美
角
の
歿
時
に
つ
い
て
は
拙
稿
「
安
永
期
に
お
け
る
美
角
・
定
雅
の

俳
諧
活
動
―
西
村
定
雅
年
譜
攷
（
一
）
―
」（「
語
文
研
究
」
一
〇
六
号 

九
州

大
学
国
語
国
文
学
会 

平
20
・
12
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

11	

近
世
に
お
け
る
徒
然
草
の
影
響
に
つ
い
て
、
と
り
わ
け
滑
稽
な
作
品
に
お
け
る

徒
然
草
の
模
倣
に
つ
い
て
、
中
村
幸
彦
は
「
…
元
禄
の
世
代
の
俗
文
学
の
一
域

に
、粋
法
師
と
し
て
の
徒
然
草
の
著
者
兼
好
像
を
作
つ
て
し
ま
つ
た
の
で
あ
る
。

粋
道
の
方
面
の
随
想
で
、
徒
然
草
に
名
と
様
式
を
か
る
も
の
が
つ
ゞ
く
。
吉
原

つ
れ
〴
〵
草
（
宝
永
六
年
刊
）・
徒
然
時
勢
粧
（
享
保
六
年
刊
）・
吉
原
傾
城
つ

れ
〴
〵
草
（
元
文
二
年
刊
）・
徒
然
睟
が
川
（
天
明
三
年
刊
）・
つ
べ
こ
べ
草
（
天

明
六
年
刊
）」
と
い
い
、『
つ
れ
〳
〵
睟
か
川
』
も
こ
の
流
れ
に
あ
る
も
の
と
指

摘
す
る
（
中
村
幸
彦
「
徒
然
草
受
容
史
」（「
国
文
学 

解
釈
と
鑑
賞
」
二
二
巻

一
二
号 

至
文
堂 

昭
32
・
12
。
の
ち
『
中
村
幸
彦
著
述
集
』
第
三
巻 

中
央
公
論

社 

昭
58
）

12	

徒
然
草
の
段
数
、
引
用
は
、
慶
長
一
八
年
刊
古
活
字
版
烏
丸
光
広
本
つ
れ
〳
〵

草
を
底
本
と
し
た
古
典
文
学
大
系
『
方
丈
記
・
徒
然
草
』
に
よ
っ
た
。

13	

浅
野
三
平
氏
「
西
村
粋
川
子
」。

14	

『〈
当
世
〉曾
古
左
賀
志
』、『
風
流
睟
談
義
』は
、そ
れ
ぞ
れ『
洒
落
本
大
成
』補
巻
、

第
六
巻
に
翻
刻
さ
れ
て
お
り
、
本
稿
で
の
引
用
は
そ
れ
に
よ
っ
た
。

15	

こ
の
点
に
関
し
て
、
浅
野
氏
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
お
ら
れ
る
。「
と
こ
ろ
が

こ
の
よ
う
に
「
粋
」
を
論
ず
る
の
も
、こ
の
作
品
よ
り
九
年
前
の
安
永
三
年
に
、

同
じ
上
方
の
地
で
出
板
さ
れ
た
「
風
流
睟
談
議
」
の
影
響
が
極
め
て
強
い
と
言

え
る
。」
そ
の
上
で
『
風
流
睟
談
義
』
に
お
け
る
睟
論
の
う
ち
、
付
き
合
い
が

よ
い
の
が
睟
の
第
一
、
男
に
惚
れ
ら
れ
る
の
が
睟
と
い
う
箇
所
を
抜
き
出
し
、

「
前
述
の
粋
川
子
の「
粋
」と
よ
く
似
通
っ
て
い
る
。こ
の
よ
う
に
し
て「
睟
談
義
」

が
西
村
粋
川
子
の
若
い
頃
に
読
ま
れ
て
、彼
の
「
睟
か
川
」
を
作
る
基
礎
と
な
っ

た
こ
と
は
疑
い
な
い
。」
定
雅
が
『
風
流
睟
談
義
』
を
読
み
、
無
意
識
だ
と
し

て
も
そ
の
影
響
か
ら
逃
れ
ら
れ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
と
は
考
え
る
が
、
こ
れ
ま

で
の
指
摘
の
通
り
、
作
品
上
の
直
接
的
な
影
響
は
、
や
は
り
『
風
流
睟
談
義
』

よ
り
は
『
曾
古
左
賀
志
』
と
の
類
似
に
お
い
て
顕
著
だ
と
言
え
よ
う
。

16	

「
定
雅
は
み
す
や
針
の
一
族
で
相
応
な
資
産
家
で
あ
っ
た
が
、
遊
蕩
の
た
め
産

を
破
り
、
中
年
知
恩
院
門
前
に
退
隠
し
て
、
俳
諧
と
戯
作
と
で
口
を
糊
す
る
に

至
っ
た
。」（
藤
井
紫
影
「
西
村
定
雅
」（『
江
戸
文
学
研
究
』
所
収
）




